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◆２５年度実施状況

　下水道使用料金については、上水道の使用水量をもとに料金の計算をしているため、上

水道の収納システムを活用して水道料金と合算して請求した。

　

 ◆２5年度直接経費の内訳

　　下水道使用料収納事務委託料（64,129千円）

  【その他財源の内容】
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　公共下水道の使用者から使用料を徴収することにより、公共下水道事業特別会計の健全

な財政運営を図る。
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  【その他財源の内容】

　　人件費の半額と下水道使用料収納事務委託料（66,759千円）

◆２６年度直接経費の内訳

   下水道使用料収納事務委託料（68,127千円）

  【その他財源の内容】

　　人件費の半額と下水道使用料収納事務委託料（70,757千円）
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事業実施におけ

る課題

公共下水道使用料の賦課徴収は、小牧市上水道管理者に業務委託を行い、９７％の

収納率を保持しているが、収納率の向上が課題である。　また、未接続者への促進活

動を行い、下水道利用者の拡大に努めることが求められる。
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維　持

滞納者は何らかの事情があって下水道への接続がなされていないので、粘り強く普

及活動を続け、接続件数の増加を図る。
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一次評価のとおり。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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の改善案

下水道使用料の滞納者については、引き続き料金課と夏と冬に個別訪問し、堅実な

入力事務を行い、収納率の向上を目指す。
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未納者に対しては、水道事業による給水停止などで厳しく対処しており今の収納率を

維持している。一件あたりの収益は減少傾向にあるが接続件数は増えている。

判定理由

使用料徴収事業は、下水道事業活動の原資となるものなのでその事業の縮小となる

と事業活動に多大な影響でると推察されます。
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